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 私たちの生活はここ数年、物価上昇や、消費税をはじめとする税や社会保険料の負担増、年金給付

の減額により、ますます苦しくなっています。生協事業においても、人手不足やコストの上昇によりきびし

い状況が続いています。 

 社会全体を見渡すと、多くの分野で「競争原理」や「自己責任論」が浸透した結果、富の集中や貧困、

格差、環境破壊や食料危機、気候変動といった問題が深刻化しています。このままでは持続可能な社

会を維持できず、2030 年までに達成が見込まれる SDGｓの目標はわずか 16％となっています。 このよ

うな状況だからこそ、国連は協同組合による持続可能な開発目標の実現に期待し、2025 年を「国際協同

組合年」と定めました。 

 私たち岩手の生協は、これまでも協同組合の理念を基に、競争ではなく他者への思いやりや助け合い

を重視し、組合員のくらしを守り支えるために 17 の生協・会員が多様な事業や運動を展開してきました。

少子高齢化や人口減少、地域経済や農林水産業の衰退などの問題が今後さらにきびしくなると予想さ

れます。だからこそ、多くの組合員や地域の人々が将来への希望を失わないよう、生協間で力を合わせ

て問題に立ち向かう必要があります。 

 今年は、被爆・戦後 80 年を迎えるとともに、岩手県生協連の第 10 次中期計画（5 か年計画）の初年度

です。くらし、いのち、地域、平和、事業経営を守り、豊かな岩手を築くため、以下の運動に積極的に取り

組んでいきましょう。 

 

平和の維持 

 平和な戦後がこれからも続くよう、戦争につながる動きを警戒し、軍備増強やそれに伴う大増税に反対

しましょう。平和とより良き生活のために、核兵器の廃絶や平和憲法 9 条を守る取り組みを進めましょう。

持続可能な食・食料  

 不安定な輸入に依存する食料政策ではなく、国産食料の増産や、それを支える多様な担い手や生産

者への支援を強化させ、食料自給率を向上させましょう。さらに物価高騰や食料入手に苦しむ消費者へ

の支援と食の安全を求めていきましょう。 

貧困・格差の是正  

 誰もが安心して暮らせる社会のために、税金は介護・医療・年金・教育などの充実に使うよう、社会保

障の充実と、貧困・格差の是正を求めていきましょう。生協では、生活困窮者支援や子育て支援、学校

給食費の無償化などの取り組みを一層広げていきましょう。 

2025 国際協同組合年  

 「協同組合はよりよい世界を築きます」のテーマのもと、協同組合間や生協間での連携を強化し、協同

組合への理解を深め、SDGｓの実現と地域への貢献をめざして活動を進めましょう。会員生協において

は、事業経営を守るための協力体制を強めていきましょう。 
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